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日本各地のサクラの開花時期
Flowering time ofcherry trees in Japan
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摘  要
ソメイヨシノをはじめとしたサクラの開花は, 日本の各地で早まっている。早まり

の程度は地域によって異なり,早まっている主要な地点では,10年あたり007日 ～
4.01日 (平均 1.60日 )変化している。気象庁の長期観測データの解析から, 日本は全

国的に早春の気温が上昇しており,それにともないサクラの開花目が早まっていると
言える。気温が年々上昇する率,年変化率が大きいほど,開花日が早くなる率,年変
化率が大きい傾向がある。気温が年々上昇していることから,開花日から満開日まで
の日数が短くなると予想されるが,む しろ長くなっている例の方が多い。早春の気温
上昇によって開花日が早くなり,逆に開花日以降の最高気温が年々低くなっているこ
とが関係している。
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1.は じめに

近年,地球温暖化が生物種に与える影響が危惧さ
れている

°
'。 日本の年平均気温は,2010年 までの

100年で 1.2℃ 上昇しており,特に 1990年代以降,
高温となる年が頻出している

°
。地球温暖化によっ

て動植物種の分布や出現時期,鳥の渡り時期などに
いろいろな変化が出始めている

9°
。地球温暖化は

生物の生態を変化させ,生存をおびやかす可能性が
ある。その影響は,自然や生きものの世界に依存し
ている人間の生活にも及んでくる。そのため,生態
の変化を詳しく調べ,保全に向けての方策を根本的
に考え直す必要がある。しかし,影響は短期では認
識しにくく,長期にわたる調査,研究が必要となる。

サクラの開花日や満開日は,気象庁によって長期
に情報が集積され

°
", 日本の各地で開花が早まっ

ていることが指摘されている
°°
'。 ただし,開花

の早まりが気温とどのような関係にあるのかについ

て詳しく解析 した夕1は 限られている (た とえば ,

Ibanczほ か
1',lk71ille■

Rushingほ か
1"。

われわれはこれまで,気象庁による長期観浪1の資
料だけでなく,サ クラの名所である特定地域や樹齢

のある特定樹にも注目し,独 自のアンケー ト調査や
その後の追跡調査によって各地の桜の開花傾向を明

らかにしてきた
゛ 0。
本稿では,その資料 (以下 ,

アンケー トデータと呼ぶ)と 気象庁によるサクラの

開花情報 (以下,気象庁データ)を合わせ,全国のサ
クラの開花傾向をまとめ,開花の早まりの実態を明
らかにする。具体的には,開花時期の全国的な傾向,

開花日と気温との関係,開花から満開になるまでの
日数の年変化の 3項 目について述べる。アンケート

調査やその後の追跡調査の対象地域や調査方法の詳

細については,樋口・繁田 Dに記述してある。各項
目の記述にあたっては,関連する既存の研究結果も
紹介する。開花の傾向などを述べるにあたって,本
稿では 2つの変数間の単純な相関,直線回帰の結果
を報告する。より詳細な解析の結果は,別の論文で
扱う予定である。

2.開花時期の全国的な傾向

気象庁データによれば,全国のサクラの開花日は
南の地域が早く,北の地域に向かって次第に遅くな
つていく。日本のサクラ前線は,約 40日 間で南北 (鹿
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小池ほか :日本各地のサクラの開花時期
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図 1 緯度 と各地のソメイヨシノの平均開花 日との
関係 .

開花情報は 1961年～2010年のもの 開花日は 1月 1日 を
1と している 緯度は北緯 気象庁データに基づいて解析.

児島一札幌)約 1,250 kmを 北上する
1'。
1961年～

2010年のソメイヨシノ P7%π %s×夕ιあι%sた の平均開

花日を対象にすると,緯度が 5度高くなるごとに開
花日は 19.8日 遅くなる(図 1)。

気象庁データでソメイヨシノを,ア ンケー トデー
タで種々のサクラを対象に調べると,1961年 ～
2010年の間の 19年以上のデータのある 101地域の

開花日は,早 まっている地域 (回帰直線が右下がり)
が 98カ 所 96%で ,早 まっていない地域は 3カ 所
3%である。なお早まっている地域の中で有意に早
まっている地域は 70カ 所 69%で ある (有意水準 5
%,以下同じ)。 早まっている 98カ 所では,10年
あたり0.07～4.01日 (平均 1.60日 )早 まっている。

満開日では,16年以上のデータのある 100地域で,
早まっている地域は95カ 所 94%,早 まっていない
地域は 5カ 所 5%である。早まっている地域の中で
有意に早まっている地域は71カ 所 70%である。
以上のことから, 日本のほとんどの地域でソメイ

ヨシノをはじめとしたサクラの開花日や満開日は早

まる傾向にあると言える。年代で見ると,1980年
代の中ごろか ら早 くなってきている傾向がある

(1961年 ～1985年 :0.29～ -0.23日 /年 [平均
-0.03 日///年], 1986年 ～2010年 :0.17～ -0.41 日

/年 [平均 -0.17日 /年 ],N=83。 この場合, 一
の値が早まることを示している)。

3.開花日と気温との関係

東京都八王子市にある多摩森林科学園のサクラを

対象にした研究では,種々のサクラの開花日や満開
日と2月 ～4月 の平均気温とに有意な相関が認めら

れている。開花日では,気温 1℃ あたり3.9日 ～5.5
日(平均 4,9日 ),満開日では,気温 1℃ あたり3.4
日～4.8日 (平均 4.3日 )早 まっている・ 。

本稿では,気象庁データでは全国の北海道から九
州まで都道府県あたり1カ 所,合計 45カ 所を対象
に,ま たアンケー トデータでは 21カ 所を対象に,

開花日と気温の関係の解析を試みた。ここでは気温

140

130

120

110

100

90

80

70

60

開

花

日

y=-0160x+41822′ R2=01970,Pく 0005′ A7=50

(1961-2010)

●

0
0 0

も 一

．

０
‐

史 00

学′琴
●

●
 ざ

1950  1960  1970  1980  1990  2000  2010  2020`干

図 2 新潟市におけるソメイヨシノの開花 日の年変化 .

開花日は 1月 1日 =1 気温は2月 1日 ～平均開花日前
日の 0℃以上の平均気温 図 3以降も同様 開花日と気温
は気象庁データに基づく

y=-5440x+12700′ R2=09256′ ρく00001,7V =50

(1961-2010

図 3 新潟市におけるソメイヨシノの開花 日と気温の
関係 .

気温は2月 1日 ～平均開花日前日の平均気温 開花日
と気温は気象庁データに基づく.
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図 4 新潟市における気温の年変化 .

2月 1日～平均開花日前日の平均気温 気温は気象庁デー
タに基づく.

データの整合性をとるために,1961年以降のデー
タを対象に各地域のサクラの開花日と気温 (2月 1

日～平均開花 日前日の 0℃ 以上の平均気温)と の関

係,開花日と気温の年変化を解析した。解析に使用
した気温を「2月 1日 ～平均開花日前日の 0℃ 以上

の平均気温」としたのは,気象庁データのソメイヨ
シノの開花日とさまざまな気温との関係でその時期

の気温との相関係数が最も大きい地域が多数を占め

ていたからである。

解析の結果によると,開花日と気温の関係では,

気温が高くなっているすべての地域で開花日は有意

に早 くなる傾向を示している(鹿児島市 P<0.01,
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図 5 京都市平安神宮におけるヒガ ンザクラの開花 日
の年変化 .
開花日は 1月 1日 =1.開花日はアンケートデータに基づ
く.気温は気象庁データに基づく,2月 1日 ～平均開花日
前日の平均気温.
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図 8 気温 が上昇する率 (気温年変化率 )に対する開花
日が早 くなる率 (開花 日年変化率 ).
開花日年変化率では, ―の絶対値の大きい方が早まる程
度が大きいことを示している.気象庁データとアンケー
トデータに基づく

y=-0435x+103ら R2=0 61lQ Pく 0 000t lV=66

-10

図 9

いという有意な傾向を示し(図 3),気温は 10年あ
たり0.3℃上昇している(図 4)。 サクラの種が違う

京都市平安神宮のヒガンザクラル %ππs× s%ιカグγ′θιJα

の開花 日は 10年 あた り 2.2日 早 くなってお り

(図 5),気温は 10年あたり0.3℃ 上昇し(図 6),開

花 日は気温が高いと早いという有意な傾向を示す

(図 7)。 また,気温の上昇する率 (年変化率)が高い

地域ほど,開花日が早くなる率 (年変化率)が高い傾
向がある(図 8)。

緯度との関係で見てみると,緯度が高くなるほど
気温 1℃ あたりの開花日の早まり(変化率)が大きく

なる(図 9)。 つまり,緯度が高くなると同じ気温変
化でもより開花日が早くなる傾向がある。しかし,

気温は緯度が高くなると年々上昇する率が小さい

(図 10)。 そのため,開花日の早まりの年変化率が ,

緯度の高い地域は低い地域に比べやや小さくなって

いる(図 11)。

なお,気温上昇は,地球の全体的な温暖化と都市
部のヒートアイランドによる影響

0の
両方の影響を

受けている。しかし,観浪1地域によってどちらの影
響をどの程度受けているのかはっきりしないので,
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図 6 京都市における気温の年変化 .

気温は気象庁データに基づく,2月 1日 ～平均開花日前日
の平均気温.
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図 7 京都市平安神宮におけるヒガンザクラにおける
開花日と気温の関係 .

開花日はアンケートデータに基づく 気温は気象庁デー
タに基づく,2月 1日 ～平均開花日前日の平均気温

それ以外の地域 P<0.0001)。

気温の年変化では,調査地域の近隣の気温も含め,

重複した地域を除く全 55カ 所で上昇傾向がある。

その中の 50カ 所で有意に気温が上昇している(P<
005～P<0.0001, 91%)。

このことから, 日本では全国的に早春の気温が

年々上昇し,それにともないサクラの開花日が年々

早まっていると言える。具体例を2カ 所あげると,

新潟市ではソメイヨシノの開花日は 10年あたり1.6

日早くなっており(図 2),開花日は気温が高いと早

緯 度

緯度 に対 す る気温 あた りの開花 日の早 まる率

(気温 1℃ あたりの開花 日変化率 ).
気温あたりの開花日変化率では,一の絶対値の大きい方
が早まる程度が大きいことを示している 気象庁データ
とアンケートデータに基づく
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図 10 緯度に対する気温の上昇する率 (気温の年変化率).
気象庁データに基づく
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図 11 緯度に対する開花日の早まる率 (開花 日年変化率 ).
開花日年変化率では,一の絶対値の大きい方が早まる程
度が大きいことを示している 気象庁データとアンケー
トデータに基づく

本稿では区別して解析していない。

4.開花から満開になるまでの日数の年変化

1961年～2010年 の 50年間の気象庁のソメイヨシ

ノのデータのうち,開花日・満開日とも欠測値のな
い 44地域について,開花日から満開日までの日数
(差 )の年変化を調べてみた。その結果によると,差
が短くなった地域は9カ 所 20%(そ のうち有意に短

くなったのは3カ 所 7%),長 くなった地域は35カ
所 80%(そ のうち有意に長 くなったのは 21カ 所
48%)である。気温が年々上昇していることからす
ると,開花日後に急激に多くの花が開花するように
なって差が短くなると予想されるが,む しろ長くな
った方が多い結果となっている。ただし,1961年
～2008年のアンケー トデータの 18年以上のデータ

がある 19カ 所を解析した結果では,長 くなった地
域は 7カ 所 37%,短 くなった地域は 12カ 所 63%で
ある。

データ数の多い気象庁データについてさらに検討

してみると,気温データのある 40地域では,35カ
所 88%(有意なもの 31カ 所 78%)で 2月 1日 ～開花

日前日の 0℃以上の平均気温が高いと差が長くなる

傾向があり,5カ 所で短くなる傾向がある。また,
気温が高くなる率が大きい地域ほど差が長くなる傾

小池ほか :日 本各地のサクラの開花時期
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図 12 気温の年変化率に対する (満開日一開花 日)差の
年変化率 .

気象庁データに基づいて解析.

差
6
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図 13 甲府市における開花 日～満開 日前 日の最高気温
と (満開日一開花 日)差の関係 .

気象庁データに基づいて解析

向がある (図 12)。 このことは,開花日前の気温が
開花してから満開になるまでの期間に影響すること

を示唆している。東京都八王子市にある多摩森林科

学園のサクラを対象とした解析では,暖かい年には
開花している期間が長くなり,寒い年には短 くなる
という特徴がさまざまな品種のサクラで示されてい

る・ 。また, 開花日が早くなっている地域ほど差は

有意に長くなる傾向があるが,こ れは気温の年間上

昇率が高い地域ほど開花日の早まりが著しいことと

関係していると思われる。

開花日から満開日までの差が年々長くなっている

理由について,差が長くなっている地域の中で差の
年変化の相関係数が最も大きい甲府市の例を考えて

みる。甲府市では,各年の開花日から満開日前日ま
での最高気温の日平均が低ければ低いほど差は有意

に長くなる傾向がある (図 13)。 差と気温との関係

では,最高気温が平均気温や最低気温よりも相関の

程度が高く, 日中の気温が大きく影響していること

を示唆している。温暖化により2月 1日 から開花日

前日までの気温は上昇している。開花日は 2月 以降

の気温の積算に影響されるので,開花日は次第に早
まっている。しかし,開花日が早くなるということ
は, より寒い時期に開花が始まることを意味してい

る。近年の気温上昇にもかかわらず開花日から満開
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図 14 甲府市における開花 日と開花 日～満開 日前 日の
最高気温の関係 .

開花日は 1月 1日 =1.気象庁データに基づいて解析

y=Ю olox+o

緯 度

図 15 緯度 に対 する (満開 日一開花 日)差の年変化率 .

1961年以降の,気象庁データとアンケー トデータに基
づいて解析

日前日までの最高気温はそれほど上がらず, この時

期の最高気温は開花日が早ければ早いほど低いとい

う有意な傾向がある (図 14)。 また, この時期の最

高気温は,10年あたり0.6℃ 年々低 くなるという有
意な傾向がある (y=-0.063x+143.95,R′ =
0.0889,P<0.05,N=50,1961-2010)。 つまり,
早春の気温が上昇して開花日が早まることにより開

花日後の最高気温が年々低 くなり, また最高気温が

低いと満開日までの期間が長 くなる傾向があるの

で,ソ メイヨシノの開花日から満開日前日までの差
が年々長くなると言える。なお,差が長くなってい
る京都市での気象庁データの解析でも同様なことが

言え,開花日後の最高気温は 10年あたり0.7℃低 く
なっている。これらの地域では,開花期間の最高気
温が 50年 間で約 3℃低 くなっていることを意味し

ており,花見の時期の気温がやや肌寒く感じられる
ようになったとも言える。

一方,気象庁データとアンケー トデータを合わせ
た 63ヵ 所の緯度に対する差の年変化率の回帰直線

の傾きは右下がりになる (図 15)。 これは,緯度が
低い南の地域では差はより長くなることを示してい

る。図 10,図 11で示したように,低緯度地域では
早春の気温上昇の程度が大きく,開花日がより早ま
つているので,それにともない緯度が低い南方地域
ほど差が長くなるのかもしれない。

関連の研究を進めるにあたっては,米国ボストン
大学のリチャード・プリマック教授や筑波大学の吉

野正敏名誉教授にいろいろ貴重な助言をいただい

た。また,情報を収集する上では,数多くの自治体
および関連施設の担当者の方々に多大なご協力をい

ただいた。厚 くお礼申し上げたい。
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